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１．研究実施の概要

高等生物生命現象の基本体である真核細胞は、非常に緻密に分化した膜構造に基づく生命

活動を行っている。これら生体膜構造・オルガネラの形成と分化のプロセスは遺伝的に制

御されていると考えられ、機能を担う実体すなわちタンパク質の選別輸送の問題のみなら

ずこれらの障害がもたらす病態の分子レベルでの解明も含めて、プロティンキネシス

(Protein Kinesis) と呼ばれる。すなわち遺伝子が生体膜を隔てた場をも支配できる基本

原理である。遺伝子の転写についで mRNA の核外輸送後，細胞質リボソームで合成される前

駆体タンパク質はターゲティングシグナルに応じて各オルガネラに運ばれたのち，それぞ

れの膜系の持つタンパク質輸送装置の働きによりオルガネラ内のサブ・コンパートメント

に送られ機能を発現する（図１）。したがって、そのメカニズムを解明することは遺伝子発

現から細胞の機能発現と制御という一連の生命活動を理解するうえで極めて重要な研究課

題である。戦略的基礎研究推進事業研究課題「オルガネラ構築と細胞機能発現制御」は、

実践的には「タンパク質の細胞内局在化によるオルガネラの形成と機能発現およびその障

害の分子機構」ととらえることができ、ペルオキシソーム、ミトコンドリア、小胞体、ゴ

ルジ体、リソソームなど細胞内オルガネラの動的存在状態とその制御機構、ならびに種々

の病態をもたらす障害機構をペルオキシソーム系を主体として明らかにすべく、３つのグ

ループからなる研究チームを組織しこの課題に取り組んだ。研究代表者（藤木）グループ

は主としてペルオキシソームを、三原-伊藤グループはミトコンドリアと小胞体を、池原-

姫野グループはゴルジ体とリソソームを担当した。それぞれの研究分野で世界をリードす

る研究成果を挙げたものも数多くあり、全体として本課題研究は５年間の事業で実りある

成果を世界に向けて発信できたと考えられる。各グループの研究概要と成果を以下に述べ

る。
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図１.　遺伝子発現と新生タンパク質の細胞内輸送 
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研究代表者（藤木）グループ：ペルオキシソームの形成とその障害の分子機構

ペルオキシソーム (peroxisome) は、極長鎖脂肪酸のβ-酸化やプラスマローゲン型リン脂

質の生合成をはじめ多くの重要な代謝機能を有し、その障害は致死的疾患 Zellweger 症候

群などの先天性代謝異常症（脂質代謝障害、脳・中枢神経系の形成と発達不全などの臨床

症状）をもたらすことが近年判明し，生体機能にとって不可欠なオルガネラとして認知さ

れている。これら新しい研究の展開に伴い、ペルオキシソームはプロテイントラフィック

分子機構の解明を含めいわゆる「プロテインキネシス」研究の有用なモデル系として最近

広く研究されている。しかしながら、本課題研究開始時はこれらの諸問題に対する分子レ

ベルでの解答はほとんど得られていなかった状況を踏まえ、ペルオキシソーム形成機構や

その障害機構の全貌の解明を目指した。私たちは主としてペルオキシソーム欠損性 CHO

(Chinese Hamster Ovary) 細胞変異株の分離、ついでそれらを用いたペルオキシソーム形

成に必須な因子（Peroxin、ペルオキシン）遺伝子 (cDNA) のクローニングと機能解析、さ

らにはペルオキシソーム欠損症の病因遺伝子解明に全力を挙げた。その成果として、現在

までに 13 の異なる相補性群に分類される CHO 変異細胞の分離に先駆的に成功、うち１０種

は報告されている 13の患者相補性群中の１０種に対応することを明らかした。すなわち、

このことは哺乳動物のペルオキシソーム形成には計１６種以上の遺伝子（産物）が関わっ

ていることを意味している（表１）。

　　　　　

ZS, Zellweger 症候群; NALD, 新生児型副腎白質ジストロフィー; IRD, 乳児型 Refsum 病; RCDP, 斑状軟骨形成

不全症 II 型; PMP, ペルオキシソーム膜タンパク質; TP R , tetratricopeptide repeat.
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表 1. 　ペルオキシソーム生合成異常相補性群と相補遺伝子



またこれまでに CHO 変異細胞に対する遺伝学的相補活性スクリーニング法や EST

(Expressed Sequence Tag Homology Search) 法により１２種の PEX遺伝子を同定・クロー

ニング、さらにはペルオキシソーム欠損症原因遺伝子の解明など一連の研究を展開してき

た。これら単離したペルオキシンの細胞内局在とペルオキシソームタンパク質輸送や膜形

成初期過程での推定される機能（一部実証済み）を図２に示す。私たちが CHO 変異細胞を

用いた手法により世界で初めてペルオキシソーム形成因子 (PAF-1, 統一名 PEX2) を単離

(Nature, 1991)，ついでこれを基にペルオキシソーム欠損症である Zellweger 症候群の最

初の病因遺伝子を解明 (Science, 1992) してから１０年弱、とくに本「戦略研究」事業の

推進により１３相補性群の疾患中さらに１０種の病因遺伝子のクローニングに成功した。

これだけ多くの病因遺伝子が数年という短期間に明らかにされた例は他にはなく、特筆す

べき成果として報告したい。今後は全相補遺伝子のクローニングと並行して、PEX遺伝子の

発現と細胞機能の発現・制御、さらには形態形成・脳中枢神経系の形成と障害のメカニズ

ム解明という観点から世界に先駆けた研究の展開へとつなげたい。

図２．ペルオキシソームのアセンブリーと形成因子 

ヒトを含めた哺乳動物系で現在までにクローニングされたペルオキシソームの形成に必須な遺伝子

産物（ペルオキシン）とその細胞内局在を示す。ペルオキシソーム局在化シグナル1 (PTS1) を有す

るタンパク質はPTS1レセプター，Pex5p [2種のアイソフォーム、S型とL型 (S型内部に37アミノ酸

配列の挿入が認められる) が存在する] により運ばれる一方，PTS2 タンパク質は PTS2レセプター

Pex7pに結合後 Pex5pLとの複合体によって輸送され、Pex14p, Pex13pを主体とした膜透過装置を

経てペルオキソーム内へ局在化される。Pex3p, Pex16p, Pex19pはペルオキシソーム膜のアセンブリ
ーに必須なペルオキシンである。
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三原�伊藤グループ（三原勝芳、伊藤明夫）：ミトコンドリアおよび小胞体の形成機構

　三原：ミトコンドリアへの蛋白質のターゲティング、膜透過および小胞体膜形成の分子

機構

ラット肝ミトコンドリアへの前駆体蛋白質の標的化と膜透過の過程を詳細に解析し（i）

標的化に関わる細胞質シャペロン MSFと Hsp70 の関与機構の解析、（ii）前駆体のプレ配列

部分の外膜透過機構解析、（iii）外膜輸送因子 metaxin、rTOM20、rTOM22、rTOM40 の同定

と解析、（iv）内膜輸送因子 rTIM17、rTIM23、rTIM44 の同定と内膜輸送過程の解析、（v）

N-末アンカー型外膜蛋白質 rTOM20 のターゲティング機構の解析、（vi）ミトコンドリア DNA

にコードされる蛋白質のマトリクス側から内膜への挿入機構の解析、を行った。一方小胞

体関連では、１回膜貫通型蛋白質シナプトタグミン２、および１４回膜貫通型蛋白質 バン

ド３を用いて、（i）トポロジー形成に関わるシグナルアンカーの特性の系統的解析、（ii）

膜貫通領域間の相互作用の及ぼす膜挿入への効果の解析、（iii）親水性領域がその下流の

シグナルアンカーによって膜に挿入される機構の解析、を行った（図３）。



　伊藤：ミトコンドリアおよび小胞体へのターゲッテイングシグナルの分子認識機構

ミトコンドリアに輸送された前駆体蛋白質は、まずそのアミノ末端部の MTS が切断除去

（プロセシング）され成熟体となり、次にシャペロン等の助けにより機能蛋白質へと構築

される。MTS 切断に関与するプロセシングペプチダーゼは共通のアミノ酸配列(モチーフ様

酸配列)が存在しないミトコンドリア蛋白質前駆体を特異的に認識し作用する。この特異的

な分子認識の機構を前駆体と酵素の双方の構造要素について解析し、前駆体の基質として

の基本構造とそれに対応する酵素側の構造を遺伝子工学およびＸ線構造解析により決定し、

Multiple-site recognition mechanism を提唱した（図４）。一方、Ｃ末端アンカータンパ

ク質（シトクロム b5）の小胞体およびミトコンドリア外膜への輸送シグナルについて解析

し、両者への輸送には競合的な機構が働いていること、同じシグナルを持っていても配分

の割合は臓器や細胞の生理状態の違いにより変化することを見いだした。
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図４.　ミトコンドリアプロセシングペプチダーゼによる前駆体タンパク質の認識
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池原�姫野グループ（池原征夫、姫野　勝）：ゴルジ装置およびリソソーム・エンドソーム

の形成機構

　池原：ゴルジ装置の形成機構

　ゴルジ体の形成には小胞輸送によるタンパク質の供給が重要であることから、まず小胞

接着因子 p115 の機能を解析した。さらに、その形態維持に関与する膜タンパク質、細胞質

タンパク質を解析し、以下の知見を得た（図５）。１）小胞接着因子 p115 の機能はリン酸

化によって調節されている。すなわち、N 末端側で小胞膜に結合した非リン酸化型の p115

は、ターゲット膜(ゴルジ膜)に到達すると C末端側でレセプター (GM130) と結合すると同

時に、C末端の Ser-942 がリン酸化されることによってゴルジ膜から遊離される。２）アラ

キドン酸代謝阻害剤Nordihydroguaiaretic acid は、ゴルジ膜から p115 を速やかに遊離さ

せることによって小胞輸送をブロックし、ゴルジ体の解体とゴルジ膜タンパク質の小胞体

への再分布を起こす。３）ゴルジ体重槽構造の維持に膜貫通型の GCP372 (giantin) および

膜表在性の GCP170 が関与している。GCP372 がゴルジ体に局在するためには C末端約 100 残

基のアミノ酸配列が必須であり、一方、GCP170 のゴルジ局在化シグナルは N末端側の約 100

残基の配列に存在する。さらに、４）GCP372 と特異的に結合する。
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　姫野：リソソーム・エンドソームの形成機構の解明

　リソソーム・エンドソームは細胞内外の物質分解に重要な細胞内コンパートメントであ

り、この細胞内小器官が直接的あるいは間接的に関わると考えられる生体内機能（生体防

御・細胞分化等）は、現象としては広く知られている。またリソソームは７０数種類の酸

性加水分解酵素をその内空に含んでおり、これらの酵素の欠損は重大なリソソーム病を惹

起することもよく知られている。リソソーム・エンドソームの形成およびその機能発現に

は小胞輸送が重要な役割を果たしているがその詳細な分子機構はいまだ明らかとなってい

ない。我々はリソソーム・エンドソームの形成機構およびこれらリソソーム系のオルガネ

ラが関与するさまざまな生命現象の分子機構解明を目的として以下のような研究を行った。

１）in vitro でのリソソームとエンドソームの融合系の確立およびその分子機構に関する

研究、２）リソソーム酵素の選別・輸送に関する研究、３）リソソーム膜蛋白質の選別・

輸送に関する研究、４）メラノサイトにおけるメラノソーム・リソソームへの膜輸送に関

する研究、５）小胞輸送に関与する AAA スーパーファミリー蛋白質（SKD1）のリソソーム・

エンドソームへの小胞輸送における役割に関する研究、６）オートファジーにおけるリソ

ソーム膜蛋白質の機能に関する研究。

　その結果、１）リソソームとエンドソームの融合においては他の輸送小胞の融合に必須

な NSF が必要ではないこと、２）リソソーム酵素の中に、M6P 酸受容体に非依存的にリソソ

ームに移行するものが存在すること、３）リソソーム膜蛋白質のリソソームへの輸送経路

は少なくとも２種類存在しており、細胞質領域の異なるシグナルによりそのルートが規定

されていること（図６）、４）メラノサイトにおいてメラノソームとリソソームがそれぞれ

独自の機能を有した異なるコンパートメントであること、５）AAA スーパーファミリー蛋白

質 SKD1 に結合する新規蛋白質群（SBP1�3）がエンドソームからの膜輸送の制御に関与し

ていること、６）オートファゴソームとリソソームの融合にリソソーム膜蛋白質が関与し

ていること、などさまざまな新しい知見を得ることに成功した。
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年会，福岡，平成 11 年 12 月 7 日�10 日

51. 原野友之，藤木幸夫 (九大院・理，科技団・CREST)：ラット肝ペルオキシソーム膜におけ
る PTS1 蛋白質の輸送系，第 22 回日本分子生物学会年会，福岡，平成 11 年 12 月 7 日�10
日

52. 田村茂彦、松元奈緒美、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：AAA 蛋白質であるペ
ルオキシソーム形成因子 Pex1p の機能解析、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12
年 10 月 12 日

53. 大寺秀典、松村　剛、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：ペルオキシソームマトリ
ックス蛋白質輸送における Pex5p の新規機能、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12
年 10 月 12 日

54. 向井　悟、ガエディ・カムラン、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：PEX7 変異：
PTS2-タンパク質および Pex5pL との相互作用障害、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平
成 12 年 10 月 12 日

55. 田中　敦、阿部　巧、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：ペルオキシソームの分裂



を制御する Pex11pα, Pex11β、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月 12 日
56. 奥本寛治、阿部　巧、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：ペルオキシソーム形成因

子 Pex12p の機能ドメインおよびペルオキシソーム移行に必要な領域の検索、第 73 回日本
生化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月 12 日

57. 伊藤竜太、田村茂彦、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：マウスにおける PEX14
遺伝子の単離と構造解析の試み、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月 12
日

58. 本庄雅則、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：ペルオキシソーム膜タンパク質局在
化シグナル (mPTS)：ヒト PMP34 の解析、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年
10 月 12 日

59. 原野友之、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：PTS1 蛋白質の輸送に係わるペルオ
キシソーム膜上成分の複合体について、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年 10
月 12 日

60. 田村茂彦、松元奈緒美、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：ペルオキシソーム形成
における AAA 蛋白質（Pex1p および Pex6p）の役割、第 23 回日本分子生物学会年会、神戸
市、平成 12 年 12 月 15 日

61. 藤木幸夫、松村　剛、大寺秀典（九大・院理、科技団・CREST）：ペルオキシソームマトリ
ックス蛋白質輸送における哺乳類 Pex5pL の機能、第 23 回日本分子生物学会年会、神戸市、
平成 12 年 12 月 14 日

62. 大寺秀典、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：CHO pex 変異細胞を nsLT/SCP2 のペ
ルオキシソーム輸送機構の解析、第 23 回日本分子生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月
14 日

63. 向井　悟、ガエディ・カムラン、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：Pex7p 部位欠
失変異体：相補活性および Pex5pL と PTS2-タンパク質との相互作用領域の検討、第 23 回
日本分子生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月 14 日

64. 田中　敦、阿部　巧、ガエディ・カムラン、原野友之、藤木幸夫（九大・院理、科技団・
CREST）：Pex11p と相互作用するタンパク質の検索と解析、第 23 回日本分子生物学会年会、
神戸市、平成 12 年 12 月 14 日

65. 奥本寛治、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：ペルオキシソーム形成因子 Pex12p
はその C 末 RING finger 領域を介して Pex10p および Pex5p と相互作用する、第 23 回日本分
子生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月 14 日

66. 伊藤竜太、田村茂彦、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：マウスにおける PEX14
遺伝子の単離と構造解析の試み、第 23 回日本分子生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月
14 日

67. 本庄雅則、藤木幸夫（九州大学）：Analysis of Peroxisome Biogenesis Initiated by Peroxisomal
Membrane Assembly、第 23 回日本分子生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月 14 日

68. 松園裕嗣、ガエディ・カムラン、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：ペルオキシソ
ーム形成因子 Pex19p の機能解析、第 23 回日本分子生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12
月 14 日

69. 木下尚彦、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：ペルオキシソーム膜形成に関わるラ
ット PEX19 のクローニングと機能解析、第 23 回日本分子生物学会年会、神戸市、平成 12
年 12 月 14 日

70. 原野友之、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：Pex5p の分子内結合によるシグナル
認識の調節、第 23 回日本分子生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月 15 日

71. 柴田秀幸、原野友之、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：ラット肝臓軽ミトコンド
リア画分上清から得られるペルオキシソーム前駆体の生化学的解析、第 23 回日本分子生物
学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月 15 日

72. 広重貴信、柴田秀幸、田村茂彦、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：温度感受性と
示すペルオキシソーム欠損性 CHO 変異細胞 ZP106 および ZP136 の解析、第 23 回日本分子
生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月 15 日

73. 佐伯夕子、梅本朋江、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）：HIV-1 Rev に対する細胞
性補助因子同定に向けたクローニングシステム構築、第 23 回日本分子生物学会年会、神戸
市、平成 12 年 12 月 15 日

74. 梅本朋江、岩本章子、佐伯夕子、藤木幸夫（九大・院理、科技団・CREST）、本島清人（東
邦大学）：PPAR核—細胞質間の輸送：核移行機構及びシグナルの検索、第 23 回日本分子生
物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月 15 日

海外：
1. Yukio Fujiki (Dept. of Biol., Kyushu Univ., CREST, JST): Peroxisome Biogenesis in mammals and

human peroxisome deficiency disorders, 1998 ASBMB (American Society for Biochemistry and
Molecular Biology) Fall Symposium on Membrane Biogenesis, Lake Taho, California, U.S.A.,
October 30-November 2, 1998

2. Yukio Fujiki, Ryusuke Toyama, Satoru Mukai , Atsushi Itagaki (Dept. Biol., Grad. Sch. Sci., Kyushu
Univ., CREST, JST), Nobuyuki Shimozawa (Dept. Pediatr., Gifu Univ., Fac. Med.), Ronald J. A..
Wandnders (Dept. Clin. Biochem. Pediat., AMC, Univ. Amsterdam) and Shigehiko Tamura (Dept.



Biol., Grad. Sch. Sci., Kyushu Univ., CREST, JST): Mammalian PEX13: cDNA cloning by
functional complementation on newly identified peroxisome assembly-defective Chinese hamster
ovary cell mutants, characterization, and mutation analysis, The American Sociery of Human
Genetics 49th Annual Meeting, San Francisco, California, U.S.A., October 19-23, 1999; Am. J.
Hum. Genet. 65:S, A236 (1999).

3. Yukio Fujiki, Ryusuke Toyama, Atsushi Itagaki (Dept. Biol., Grad. Sch. Sci., Kyushu Univ., CREST,
JST), Nobuyuki Shimozawa (Dep. Pediatr., Gifu Univ., Fac. Med.), Ronald J.A. Wanders (Dept.
Clin. Biochem. Pediat., AMC, Univ. Amsterdam), Shigehiko Tamura (Dept. Biol., Grad. Sch. Sci.,
Kyushu Univ., CREST, JST): Mammalian PEX13: cDNA cloning by functional cimplementation on
newly identified peroxisome assembly-defective Chinese hamster ovary cell mutants,
characterization, and mutation analysis, The American Society for Cell Biology 39th Annual
Meeting, Washington Convention Center, Washington D.C., U.S.A., December 11-15, 1999; Mol.
Biol. Cell 10:S, 110a (1999).

4. Okumoto Kanji, Isao Abe, Yukio Fujiki (Dept. Biol., Grad. Sch. Sci., Kyushu Univ., CREST, JST):
cDNA cloning of ClPEX12 and mutation analysis of peruoxisome-deficient CHO cell mutants, The
American Society for Cell Biology 39th Annual Meeting, Washington Convention Center,
Washington D.C., U.S.A., December 11-15, 1999; Mol. Biol. Cell 10:S, 110a (1999).

5. Hidenori Otera, Yukio Fujiki (Dept. Biol., Grad. Sch. Sci., Kyushu Univ., CREST, JST): The
mammalian Pex5p: The transport mechanism of peroxisomal matrix proteins. . IUBMB FEBS 2000
Congress, Birmingham, UK, July 16-19, 2000

6. Yukio Fujiki (Dept. Biol., Fac. Sci., Kyushu Univ., CREST, JST): Biogenesis of nonspecific lipid
transfer protein and sterol carrier protein X (SCPx): Transport by peroxisome targeting signal type
1-import pathway. The American Society for Cell Biology 40th Annual Meeting, San Francisco,
U.S.A., December 9-13, 2000

7. Kamran Ghaedi, Shigehiko Tamura, Kanji Okumoto, Yuji Matsuzono, Yukio Fujiki (Dept. Biol., Fac.
Sci., Kyushu Univ., CREST, JST): Pex3p is required for a membrane-assembly stage in peroxisome
biogenesis. The American Society for Cell Biology 40th Annual Meeting, San Francisco, U.S.A.,
December 9-13, 2000

三原�伊藤グループ
三原勝芳
①招待、口頭講演　（国内 10 件、海外 4 件）
1. 鈴木寛之、北田　栄、伊藤明夫、三原勝芳（九大・医系、九大・理）：国際シンポジウム"Dynamics

and Regulation of the Stress Response" 京都 、平成 10 年 3 月 11 日
2. 三原勝芳（九大・医系）：Interaction of mitochondrial targeting signals with acidic receptor domains

along the protein import pathway: Evidence for the "Acid Chain" hypothesis. Third Congress of the
Asian-Pacific Organization for Cell Biology、大阪、平成 10 年 8 月 25 日

3. 三原勝芳「蛋白質のミトコンドリア外膜透過機構」大阪大学蛋白質研究所セミナー「膜蛋
白質の生合成と蛋白質膜透過のメカニズム」（オーガナイザー：三原・月原・中井）平成 11
年 7 月 28 日�29 日

4. 三原勝芳 "Protein export from the intermembrane space of mammalian mitochondria" COE 国際
シンポジウム「ミトコンドリア脳筋症」東京都神経研主催、平成 11 年 9 月 27 日

5. 小宮徹、三原勝芳（九大・医系）：アポトーシスにおけるシトクロム c の export に関る細胞
質因子、日本生化学会大会、横浜、平成 11 年 10 月 8 日、シンポジウム「ミトコンドリア
機能の新しい側面」

6. 三原勝芳、前田真希、鈴木寛之、木田祐一郎、金地佐千子、岩橋　潤、小宮　徹、阪口雅
郎（九大・医系）：哺乳類ミトコンドリアにおけるタンパク質の外膜透過機構、第 72 回日
本生化学会大会、横浜、平成１１年１０月８日、シンポジウム「蛋白質トランスロケーシ
ョンと細胞機能」

7. 三原勝芳「ミトコンドリアへの蛋白質輸送機構」生化学会近畿支部会シンポジウム「蛋白
質の細胞内トラフィック」（関西医科大学）、平成 11 年 11 月 13 日

8. 三原勝芳 "Protein export from the intermembrane space of mammalian mitochondria" 第９回生
医研国際シンポジウム（九州大学同窓会館）、平成 11 年 12 月 5 日�6 日

9. Katsuyoshi Mihara (Kyushu Univ. Grad. Sch. of Med. Sci., Kyushu Univ., CREST, JST)：Protein
export from the intermembrane space of mammalian mitochondria, MBSJ Satellite Syposium
Protein Kinesis, Fukuoka, December 6, 1999

10. 三原勝芳（九州大学）：ミトコンドリア外膜と小胞体間での膜タンパク質の仕分け機構、第
23 回日本分子生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月 15 日

海外：
1. 三原勝芳（九大・医系）：Cytoplasmic chaperones in precursor targeting to mitochondria. 国際シ

ンポジウム "Mitochondrial Protein Biogenesis" ミュンヘン、平成 10 年 5 月 15 日
2. 三原勝芳（九大・医系）：Precursor recognition by mitochondrial import receptors. Gordon Research



Conference on Mitochondria and Cloroplasts、Les Diablerets スイス、平成 10 年 9 月 18 日
3. 三原勝芳（九大・医系）：Reconstitution of cytochrome c export system in vitro. Mitochondria in

Health, Death and Disease. Aix-Les-Bains フランス、平成 10 年 11 月 3 日
4. 濱崎直孝、太田一寿、阪口雅郎、三原勝芳（九大・医系）：Biosynthesis and structure of

multispanning polytopic membrane proteins. Keystone Symposia on Molecular and Cell Biology.
Protein Folding: Degradation and Molecular Chaperones & Protein Folding, Modification and
Transport in the Early Secretory Pathway. キーストン、平成 11 年 4 月 14 日

②ポスター発表　　（国内 31 件、海外 0 件）
1. 阪口雅郎、太田一寿、濱崎直孝、三原勝芳（九大・医系）：マルチスパン型膜蛋白質の機能

構造形成の新しいメカニズム、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14 日
�17 日

2. 三原勝芳、小宮　徹、Sabine Rospert、Carla Koehler、Gottfried Schatz（九大・医系、Basel
Biocenter）：前駆体蛋白質のミトコンドリア外膜透過と仕分けの機構、第 71 回日本生化学会
大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14 日�17 日

3. 中村暢宏、山崎　創、佐藤健、中野明彦、阪口雅郎、三原勝芳（九大・医系、理研）：小胞
体での蛋白　質選別輸出に関る因子 Emp24 の輸送調節シグナルの解析、第 71 回日本生化学
会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14 日�17 日

4. 太田一寿、阪口雅郎、濱崎直孝、三原勝芳（九大・医系）：マルチスパン膜蛋白質における
疎水性の低　いセグメントの膜貫通トポロジー形成のメカニズム、第 71 回日本生化学会大
会、名古屋、平成 10 年 10 月 14 日�17 日

5. 小宮　徹、Sabine Rospert、Carla Koehler, Renate Looser、Gottfried Schatz、三原勝芳（九大・
医系、Basel Biocenter）：ミトコンドリア蛋白質前駆体は膜透過装置 Tom20Tom22Tim23 の酸
性領域との結合の親和力の増加に伴って輸送される、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、
平成 10 年 10 月 14 日�17 日

6. 石原直忠、三原勝芳（九大・医系）：ラット肝ミトコンドリア内膜の蛋白質透過の素過程の
解析、日本第 71 回生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14 日�17 日

7. 榊　建二郎、太田一寿、阪口雅郎、三原勝芳（九大・医系）：プロテアーゼを使った蛋白質
の膜内トポロジー評価系の再検討、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14
日�17 日

8. 木田祐一郎、阪口雅郎、福田光則、御子柴克彦、三原勝芳（九大・医系、理研）：I 型シグ
ナルアンカータンパク質（シナプトタグミン２）の膜内トポロジー形成に必要な配列特性、
第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14 日�17 日

9. 太田一寿、阪口雅郎、濱崎直孝、三原勝芳（九大・医系）：マルチスパン膜蛋白質トポロジ
ー形成におけるセグメント間の相互作用、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年
10 月 14 日�17 日

10. 小代俊浩、杉浦美奈子、鳥居久義、西川周一、中井正人、三原勝芳、阿部義人、神田大輔、
遠藤斗志也（名大・理、阪大・蛋白研、九大・医系、生物工学研）：ミトコンドリア外膜受
容体タンパク質 Tom20 の構造とその機能、日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14
日�17 日

11. 前田真希、小宮　徹、岩松明彦、三原勝芳（九大・医系、キリンビール基盤研）：ラットミ
トコンドリア蛋白質輸入に関る新規の外膜受容体 OM37、第 71 回日本生化学会大会、名古
屋、平成 10 年 10 月 14 日�17 日

12. 岩橋　潤、三原勝芳（九大・医系）：ラットミトコンドリア Tom20 の局在化および機能発現
に必要な領域の解析、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14 日�17 日

13. 岡沢賢和、小宮　徹、三原勝芳（九大・医系）：ミトコンドリアの外膜膜透過に関る因子 Tom40
のラットホモログの同定とその解析、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月
14 日�17 日

14. 高原望、中村暢彦、阪口雅郎、三原勝芳（九大・医系）：ラット Golgin97 のクローニングと
そのゴルジ体局在化機構の解析、第 72 回日本生化学会大会、横浜、平成 11 年 10 月 7 日

15. 鈴木寛之、岡澤賢和、小宮徹、岩松明彦、三原勝芳（九大・医系）：ミトコンドリア外膜に
おける膜透過チャネルであるラット Tom40 の生化学的解析、第 72 回日本生化学会大会、横
浜、平成 11 年 10 月 7 日

16. 前田真希、三原勝芳（九大・医系）：ラットミトコンドリア蛋白質移入に関る外膜受容体
OM37 の解析、第 72 回日本生化学会大会、横浜、平成 11 年 10 月 7 日

17. 金地佐千子、岩橋潤、阪口雅郎、三原勝芳（九大・医系）：ラットミトコンドリア Tom20
の局在化機構の解析、第 72 回日本生化学会大会、横浜、平成 11 年 10 月 7 日

18. 宇梶光太郎、阪口雅郎、濱崎直孝、三原勝芳（九大・医系）：Glucose-6-phosphatase の膜へ
の組み込み機構、第 72 回日本生化学会大会、横浜、平成 11 年 10 月 7 日

19. 木田祐一郎、阪口雅郎、福田光則、御子柴克彦、三原勝芳（九大・医系）：I 型シグナルア
ンカー蛋白質（シナプトタグミン２）の膜内トポロジー形成に必要な配列特性：疎水セグ
メント近傍の配列の寄与について、第 72 回日本生化学会大会、横浜、平成 11 年 10 月 7 日

20. 中村靖彦、金地佐千子、木田祐一郎、坂口雅郎、三原勝芳（九州大学）、加納ふみ、村田昌
之（生理学研究所）：ラットミトコンドリア Tom20 の外膜への局在化機構、第 73 回日本生
化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月 12 日



21. 木田祐一郎、坂口雅郎、三原勝芳（九州大学）、福田光則、御小柴克彦（理化学研究所）：I
型シグナルアンカータンパク質の小胞体膜への標的化と組み込みの素過程について、第 73
回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月 12 日

22. 北村章子、坂口雅郎、佐藤　隆、三原勝芳、濱崎直孝（九州大学）：マルチスパン型膜蛋白
質バンド３のトポロジーと組み込み機構、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年
10 月 12 日

23. 井伊美紀、三原勝芳（九州大学）：ラットミトコンドリアゲノムにコードされたタンパク質
の内膜への組み込み機構、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月 12 日

24. 阿部義人、武藤隆則、神田大輔（生物分子工学研究所）、三原勝芳（九州大学）、小代俊浩、
西川周一、遠藤斗志也（名古屋大学）：ミトコンドリア外膜受容体タンパク質 Tom20 のプレ
配列認識機構の解析、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月 12 日

25. 佐伯和子、常岡　誠、三浦芳樹、目加田英輔（久留米大学）、鈴木寛之、前田真希、坂口雅
郎、三原勝芳（九州大学）、遠藤斗志也（名古屋大学）：ヒト Tom22 のクローニングと機能
解析、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月 12 日

26. 中村暢宏、大野博司（金沢大学）、吉村信一郎、三原勝芳（九州大学）、三角佳生、池原征
夫（福岡大学）：ゴルジ・マトリックスタンパク質群の精製と同定、、第 53 回日本細胞生物
学会大会、福岡、平成 12 年 10 月 31 日

27. 三原勝芳（九州大学）：ミトコンドリアと小胞体間での膜タンパク質の仕分け機構、第 53
回日本細胞生物学会大会、福岡、平成 12 年 11 月 2 日

28. 鈴木寛之、三原勝芳（九州大学）、佐伯和子（久留米大学）、目加田英輔（大阪大学）：哺乳
動物細胞ミトコンドリア外膜膜透過因子 Tom22, Tom70 の同定、第 23 回日本分子生物学会
年会、神戸市、平成 12 年 12 月 16 日

29. 榊　健二郎、堀江知加、坂口雅郎、三原勝芳（九州大学）、三浦史仁（東京大学）、伊藤隆
司（金沢大学）：ミトコンドリア内異常蛋白質蓄積における核�ミトコンドリア間情報伝達
系の解析、第 23 回日本分子生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月 15 日

30. 吉村信一郎、中村暢宏、大野博司（金沢大学）、三角佳生、池原征夫（福岡大学）、坂口雅
郎、三原勝芳（九州大学）：GM130 と GRASP65 のゴルジ体への局在化機構の解析、第 23
回日本分子生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月 16 日

31. 堀江知加、坂口雅郎、三原勝芳（九州大学）：C 末アンカータンパク質 Tom5 のミトコンド
リア外膜局在化シグナルの解析、第 23 回日本分子生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月
16 日

伊藤明夫
①招待、口頭講演　（国内 3 件、海外 0 件）
1. 小島克彦、北田栄、荻島正、伊藤明夫 (九大・理)：ミトコンドリアプロセシングペプダー

ゼの基質結合解析、日本生化学会九州支部例会、熊本、平成 10 年 4 月 24 日
2. 伊藤明夫 (九大・理)：ミトコンドリアにおける前駆体蛋白質のプロセシングの分子機構、

日本分子生物学会ワークショップ、横浜、平成 10 年 12 月 16 日�19 日
3. Akio Ito (Kyushu Univ. Grad. Sch. of Med. Sci., Kyushu Univ., CREST, JST)： Mitochondrial

processing peptidase; multiple-site recognition of precursor proteins, MBSJ Satellite Syposium
“Protein Kinesis”, Fukuoka, December 6, 1999

②ポスター発表　　（国内 26 件、海外 0 件）
1. 荻島正、北田栄、伊藤明夫 (九大・理)：ミトコンドリアプロセシングペプチダーゼによる

基質認識および切断機構の解析、第 71 回日本生化学会シンポジウム、名古屋、平成 10 年
10 月 14 日�17 日

2. 勝尾展行、北田栄、荻島正、伊藤明夫 (九大・理)：１段階基質に対するミトコンドリアプ
ロセシングペプチダーゼの作用機構、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月
14 日�17 日

3. 小島克彦、北田栄、荻島正、伊藤明夫 (九大・理)：ミトコンドリアプロセシングペプチダ
ーゼの基質結合解析、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14 日�17 日

4. 山崎栄樹、下方国稔、北田栄、荻島正、伊藤明夫 (九大・理)：ミトコンドリアプロセシン
グペプチダーゼの延長ペプチド認識における“遠位”塩基性アミノ酸の一の影響、第 71 回
日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 15 日

5. 下方国稔、北田栄、荻島正、伊藤明夫 (九大・理)：ミトコンドリアプロセシングペプチダ
ーゼの基質　認識におけるα-サブユニットの役割、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平
成 10 年 10 月 14 日�17 日

6. 永尾有美子、北田栄、荻島正、伊藤明夫 (九大・理)：ミトコンドリアプロセシングペプチ
ダーゼα-サブユニットのグリシンリッチ領域における機能残基の解析、第 71 回日本生化学
会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14 日�17 日

7. 北田栄、荻島正、伊藤明夫 (九大・理)：ミトコンドリアプロセシングペプチダーゼの延長
ペプチド切　断反応におけるイオンの影響、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10
年 10 月 14 日�17 日

8. 黒田理恵子、本庄雅則、三苫純也（理研）、伊藤明夫 (九大・理)：小胞体およびミトコンド
リア外膜シトクロム b5の局在化機構の解析、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10



年 10 月 14 日�17 日
9. 鈴木寛之、北田栄、伊藤明夫（九大・理）、三原勝芳 (九大・医系)：再構成系を用いたラッ

ト肝ミトコンドリア外膜の前駆体蛋白質移入機構の解析、第 71 回日本生化学会大会、名古
屋、平成 10 年 10 月 14 日�17 日

10. 永尾有美子、北田栄、荻島正、伊藤明夫 (九大・理)：ミトコンドリアプロセシングペプチ
ダーゼα-サブユニットのグリシンリッチ領域における機能残基の解析、日本生化学会九州
支部例会、久留米、平成 11 年 4 月 24 日�25 日

11. 荻島正、勝尾展行、北田栄、伊藤明夫 (九大・理)：偽ペプチド結合を持つ基質アナログを
用いたミトコンドリアプロセシングペプチダーゼの基質認識機構の解明、第 72 回日本生化
学会大会、横浜、平成 11 年 10 月６日�９日

12. 勝尾展行、北田栄、荻島正、伊藤明夫 (九大・理)：ミトコンドリアプロセシングペプチダ
ーゼの切断反応機構、第 72 回日本生化学会大会、横浜、平成 11 年 10 月 6 日�9 日

13. 小島克彦、北田栄、荻島正、伊藤明夫 (九大・理) ミトコンドリアプロセシングペプチダー
ゼに結合した基質のコンフォメーションの解析、第 72 回日本生化学会大会、横浜、平成 11
年 10 月 6 日�9 日

14. 北田栄、藤　英博、山崎栄樹、小島克彦、荻島正、久原　哲、伊藤明夫 (九大・理)：ミト
コンドリアプロセシングペプチダーゼの延長ペプチド認識と切断部位決定における酸性ア
ミノ酸残基の役割、第 72 回日本生化学会大会、横浜、平成 11 年 10 月 6 日�9 日

15. 馬　吉春、伊藤明夫 (九大・理)：Role of Phe-208 in substrate specificity of rat monoamine oxidase
A: Analysis using purified His-tagged rat enzyme expressed in yeast. 第 72 回日本生化学会大会、
横浜、平成 11 年 10 月 6 日�9 日

16. 広田由起子、小嶋克彦、北田　栄、荻島　正、伊藤明夫：ミトコンドリアプロセシングペ
プチダーゼ基質認識機能の解析、日本生化学会九州支部例会、福岡市、平成 12 年 5 月 13
日

17. 荻島　正、勝尾展行、北田　栄、伊藤明夫：偽ペプチド結合を持つ基質アナログを用いた
ミトコンドリアプロセシングペプチダーゼの基質認識機構の解析、第 73 回日本生化学会大
会、横浜市、平成 12 年 10 月 12 日

18. 山崎英樹、小嶋克彦、勝尾展行、北田　栄、荻島　正、伊藤明夫（九大・理）：ミトコンド
リアプロセシングペプチターゼ (MMP) の基質認識に要求されるプロセシングシグナルの
検索、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月 12 日

19. 北田栄、藤　英博、山崎栄樹、小島克彦、荻島正、久原　哲（九大・農）、伊藤明夫 (九大・
理)：ミトコンドリアプロセシングペプチダーゼの延長ペプチド認識と切断部位決定におけ
る酸性アミノ酸残基の役割、

20. 小島克彦、北田　栄、荻島　正、伊藤明夫：ミトコンドリアプロセシングペプチダーゼに
結合した基質のコンフォメーションの解析、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12
年 10 月 12 日

21. 石川智之、北田　栄、伊藤明夫（九大・理）、原　樹、福間利英（久留米大学）、上村春樹
（長崎大学）：トリパノソ�マのミトコンドリアプロセッシングペプチターゼ (MMP) の
cDNA クローニングおよび機能解析、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月
12 日

22. 船津智之（大阪大学）、石川智之、北田　栄、荻島　正、伊藤明夫（九大・理）、内山恒夫
（徳島大学）：細胞内寄生細菌における MPP-like-protein (MLP) の機能解析、第 73 回日本生
化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月 12 日

23. 枡富堅二朗、北田　栄、伊藤明夫、塩田　進、中山宏明（九大・理）、飯野奈保子、久田加
奈子、穴井元昭（CRC）：Micrococcus Iuters の ATP 依存性 DNA 分解酵素は DNA ヘリカー
ゼ II に依存する、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月 12 日

24. 穏塚俊満、木下淳也、趙　景芳、黒田理恵子、伊藤明夫：2 種のシトクロム b5の小胞体お
よびミトコンドリアへの輸送、第 73 回日本生化学会大会、横浜市、平成 12 年 10 月 12 日

25. 穏塚俊満、木下淳也、趙　景芳、黒田理恵子、伊藤明夫：ミトコンドリア外膜 b5（Omb5）
の臓器による細胞内局在場所の違い、第 53 回日本細胞生物学会大会、福岡市、平成 12 年
11 月 1 日

26. 木下淳也、田中　聡、黒田理恵子、本庄雅則、伊藤明夫：シトクロム b5の小胞体膜への挿
入、第 53 回日本細胞生物学会大会、福岡市、平成 12 年 11 月 1 日

池原�姫野グループ
池原征夫
①招待、口頭講演　（国内 7 件、海外 0 件）
1. 池原征夫（福岡大・医）：GPI アンカー型タンパク質の構造と機能、第２回アルカリホスフ

ァターゼ研究会（大阪）、平成 10 年 8 月 6 日�7 日
2. 三角佳生、相田美和、藤原俊幸、池原征夫（福岡大・医）：小胞輸送の制御とゴルジ体形成、

日本細胞生物学会春季シンポジウム、福岡、平成 11 年 5 月 21 日
3. Ikehara, Y., Misumi, Y. and Sohda, M. (Fukuoka Univ. Sch. of Med.): Vesicular transport and Golgi

complex formation, MBSJ Satellite Syposium “Protein Kinesis”, Fukuoka, December 6, 1999
4. 三角佳生、相田美和、池原征夫（福岡大・医）：Giantin と結合する新規タンパク質の同定と

ゴルジ体形成、第２２回分子生物学会ワークショップ、福岡、平成 11 年 12 月 7 日�10 日



5. 池原征夫、三角佳生、藤原俊幸、相田美和（福大・医）：小胞輸送とゴルジ装置の形成機構、
日本電子顕微鏡学会第 56 回学術講演会、東京、平成 12 年 5 月 18 日

6. 中村暢宏、大野博司（金沢大学）、吉村信一郎、三原勝芳（九州大学）、三角佳生、池原征
夫（福岡大学）：ゴルジ・マトリックスタンパク質群の精製と同定、第 53 回日本細胞生物
学会大会、福岡、平成 12 年 10 月 31 日

7. 三角佳生、相田美和、池原征夫（福岡大学）：ゴルジ体タンパク質 GCP60 のゴルジ体形成
への関与、第 53 回日本細胞生物学会大会、福岡、平成 12 年 11 月 1 日

②ポスター発表　　（国内 9 件、海外 2 件）
国内：
1. 三角佳生、相田美和、矢野晶子、池原征夫（福岡大・医）：GCP364 の細胞質各ドメインが

ゴルジ装置局在化に果たす役割、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14
日�17 日

2. 辻岡寛、三角佳生、高見昇、池原征夫（福岡大・医）：細胞内における GPI-PLD の GPI ア
ンカー型膜タンパク質に対する作用と protein kinase C-alpha 局在の変化、第 71 回日本生化
学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14 日�17 日

3. 相田美和、三角佳生、矢野晶子、池原征夫（福岡大・医）：小胞輸送因子 p115 のゴルジ膜
結合様式とその調節、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月 14 日�17 日

4. Fujiwara, T., Misumi, Y., Hong, S-H., Ikehara, Y. (Fukuoka Univ.): Involvement of heterotrimeric G
proteins in the binding of cytosolic GCP230 to the Golgi membranes. 3rd Congress of the Asian-
Pacific Organization for Cell Biology (Osaka). August 24-28, 1998.

5. 辻岡寛、三角佳生、高見昇、池原征夫（福岡大・医）：GPI-特異的ホスホリパーゼ D (GPI-
PLD)の翻訳後修飾と GPI アンカー切断活性、第２回アルカリホスファターゼ研究会（大阪）、
平成 10 年 8 月 6 日�7 日

6. 入江真理子、天谷芳弘、網塚憲生、池原征夫、織田公光（新潟大・歯；福岡大・医）：低ホ
スファターゼ血症に見出されるアルカリホスファターゼ変異体（Arg54→Cys)の生合成と細
胞内分解、第２回アルカリホスファターゼ研究会（大阪）、平成 10 年 8 月 6 日�7 日

7. 護山健吾、高見　昇、林　結香里、三角佳生、池原征夫（福岡大学）：Signal sequence 非依
存的な小胞体へのタンパク質輸送、第 53 回日本細胞生物学会大会、福岡、平成 12 年 10 月
31 日

8. 緒方繁憲、藤原利幸、三角佳生、池原征夫（福岡大学）：ジペプチペプチターゼ VI 変異体
のプロテオゾーム蛋白質分解系における糖鎖阻害剤の影響、第 53 回日本細胞生物学会大会、
福岡、平成 12 年 11 月 1 日

9. 吉村信一郎、坂口雅郎、三原勝芳（九州大学）、中村暢宏、大野博司（金沢大学）、三角佳
生、池原征夫（福岡大学）：GM130 と GRASP65 のゴルジ体への局在化機構の解析、第 23
回日本分子生物学会年会、神戸市、平成 12 年 12 月 16 日

　国外：
1. Ikehara, Y., Misumi, Y., Sohda, M. (Fukuoka Univ.): Interaction of the vesicle docking protein p115

with Golgi membranes is regulated by phosphorylation. 100th Anniversary Conference on the Golgi
Complex (Pavia, Italy).  September 19-23, 1998.

2. Fujiwara, T., Misumi, Y., Ikehara, Y. (Fukuoka Univ.): Blockade of protein transport by
nordihydroguaiaretic acid causes redistribution of Golgi proteins into the endoplasmic reticulum.
100th Anniversary Conference on the Golgi Complex (Pavia,Italy). September 19-23, 1998.

姫野　勝
①招待、口頭講演　（国内 2 件、海外 0 件）
1. 藤田英明、佐伯雅代、安永公弥子、姫野勝（九大・薬・生理化学）：リソソーム膜蛋白質局

在化シグナルとクラスリンアダプター蛋白質（AP-1/AP-2）の相互作用について、日本生化
学会九州支部例会、熊本、平成 10 年 4 月 24 日�25 日

2. Hideaki Fujita, Kumiko Yasunaga, Emi Sasano and Masaru Himeno (Kyushu Univ. Grad. Sch. of
Pharm. Sci.): Evidence forthe Distinct Biogenesis Pathways of Melanosomes and Lysosomes in
Melanocyte, MBSJ Satellite Syposium ﾒ Protein Kinesis ﾓ, Fukuoka, December 6, 1999

②ポスター発表　　（国内 8 件、海外 1 件）
1. Hideaki Fujita, Masayo Saeki, Kumiko Yasunaga, and Masaru Himeno (Div. of Physiol. Chem., Fac.

of Pharmac. Sci., Kyushu Univ.): Two different lysosomal targeting signals recognized by the
distinct adaptor protein complexes (AP-1/AP-2), respectively suggest the exisitence of two
independent pathways to lysosomes, Third Congress of the Asian-Pasific Organization for Cell
Biolpgy (Third APOCB Congrtess), Osaka, Japan, August 24-28, 1998

2. 安永久弥子、藤田英明、和田郁夫、姫野勝（九大・薬・生理化学）「メラニン細胞における
メラノソーム形成機構の解明」、第 71 回日本生化学会大会、名古屋、平成 10 年 10 月

3. 藤田裕規、藤田英明、姫野勝（九大院・薬・細胞生物）、北中千史、口野嘉幸（国立がんセ・
研）：ヒト・グリオーマ細胞における H-ras(V12)発現による液胞化・細胞死へのリソソーム・
エンドソームの関与について、日本薬学会第 119 年会、徳島、平成 11 年 3 月 28 日�31 日
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